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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
三
木
清
の
人
生
と
思
想
―
新
資
料
を
参
考
に
し
て
―
」

三
木
清
の
戦
前
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
思
想
と
行
動

　
　

―
「
近
代
の
止
揚
」
論
を
中
心
に
―

吉　
　

田　
　

傑　
　

俊

Ⅰ　

三
木
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
思
想
と
行
動
の
結
節

　

三
木
清
の
代
表
作
と
さ
れ
る
『
構
想
力
の
論
理（

1
（

』
に
は
、
次
の

著
名
な
一
節
が
あ
る
。「
思
索
人
が
思
索
人
で
あ
り
な
が
ら
行
動
人

の
立
場
に
立
っ
て
思
索
し
、
行
動
人
が
行
動
人
で
あ
り
な
が
ら
思
索

人
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
構
想
力
の
媒
介
に

よ
っ
て
可
能
で
あ
る
」（
二
四
一
頁
（。
こ
れ
は
三
木
が
、
思
索
人
と

行
動
人
つ
ま
り
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
を
繋
ぐ
も
の
が
「
構
想
力
」
で
あ

る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
構
想
力
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
は

詳
し
く
は
後
に
み
る
が
、
同
書
の
「
序
」
に
は
、
構
想
力
と
は
端
的

に
「
行
為
」
ま
た
は
「
制
作
」
の
哲
学
で
あ
り
、「
も
の
に
働
き
掛

け
て
も
の
の
形
を
変
じ
て
（transform

（
新
し
い
形
を
作
る
こ
と
」

（
七
頁
（
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
三
木
が
『
構
想
力
の
論
理
』
の
執
筆
を
始
め
た
の
は

一
九
三
七
年
で
あ
る
が
、『
構
想
力
の
論
理　

第
一
』
を
出
版
し
た

の
は
三
九
年
の
七
月
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
木
が
当
時
の
政
治
の

中
心
人
物
だ
っ
た
近
衛
文
麿
の
ブ
レ
ー
ン
集
団
た
る
「
昭
和
研
究

会
」
に
乞
わ
れ
て
入
会
し
た
の
は
三
八
年
の
八
月
頃
と
さ
れ
る
。
同

会
に
は
各
界
の
「
左
右
の
」
論
客
等
が
参
加
し
、
苦
境
の
政
治
打
開

を
図
っ
て
い
た
と
い
う（

2
（

。

　

三
木
は
、
ま
も
な
く
同
会
の
文
化
部
会
の
委
員
長
と
な
り
、
翌
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三
九
年
の
一
月
に
は
「
新
日
本
の
思
想
原
理
」
を
九
月
に
は
そ
の
続

編
を
執
筆
し
公
刊
し
た
。
ま
さ
に
、
中
国
・
朝
鮮
へ
の
侵
略
戦
争
を

経
て
対
米
英
戦
争
間
近
の
一
九
三
九
年
頃
に
、
三
木
の
思
索
と
行
動

の
結
節
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
政
治
的

文
書
で
あ
る
「
新
日
本
の
思
想
原
理
」
と
思
索
的
著
作
で
あ
る
『
構

想
力
の
論
理
』
に
は
ま
さ
に
同
一
の
思
考
方
法
が
貫
か
れ
て
い
る
。

そ
の
方
法
と
は
、
戦
時
期
日
本
を
席
巻
し
た
「
近
代
の
超
克
」
論
に

対
峙
す
る
、「
構
想
力
」
の
具
体
的
形
態
と
し
て
の
「
近
代
の
止
揚
」

論
で
あ
っ
た
。「
近
代
の
超
克
」
論
と
は
、
第
二
次
世
界
戦
争
前
の

世
界
情
勢
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
明
の
危
機
と
捉
え
、
そ
れ
を
「
超

克
」
す
る
も
の
こ
そ
日
本
が
主
導
す
る
ア
ジ
ア
の
「
東
亜
共
栄
圏
」

と
唱
え
る
も
の
だ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
日
本
の
ア
ジ
ア
支
配
と
対

英
米
戦
争
の
合
理
化
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
「
近
代
の
止

揚
」
論
こ
そ
、
三
木
を
含
め
た
少
数
の
知
識
人
や
戦
争
反
対
勢
力
に

よ
る
、
近
代
の
種
々
の
問
題
は
世
界
的
な
資
本
主
義
と
そ
の
拡
張
と

し
て
の
帝
国
主
義
に
あ
り
、
そ
れ
へ
の
根
本
的
な
対
処
が
必
要
と
す

る
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
方
法
論
的
に
は
西
洋
文
明
の
「
乗
り

越
え
」
ま
た
は
「
廃
棄
」
と
い
う
抽
象
的
否
定
を
説
く
「
超
克
」
論

に
対
す
る
、
近
代
の
具
体
的
・
内
在
的
発
展
た
る
「
弁
証
法
的
否

定
」
と
し
て
の
「
止
揚
」
論
の
対
置
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
こ
の
「
近
代
の
止
揚
」
論
を
軸
と
し
た
、
三
木
の
行
動

人
と
し
て
の
『
新
日
本
の
思
想
原
理
』
と
思
索
人
と
し
て
の
『
構
想

力
の
論
理
』
を
貫
く
内
在
的
論
理
に
接
近
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ　

行
動
人
の
原
理
と
し
て
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

（
1
）　

三
木
の
「
新
日
本
の
思
想
原
理
」
論

　

ま
ず
、
三
木
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
実
践
的
方
針
を
示
す
「
新
日
本

の
思
想
原
理
」
と
「
新
日
本
の
思
想
原
理　

続
編
―
協
同
主
義
の

哲
学
的
基
礎（

3
（

」
を
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
当
時
の
日
本
の
死
活
問

題
で
あ
っ
た
「
支
那
事
変
」
つ
ま
り
泥
沼
化
し
つ
つ
あ
っ
た
中
国
・

ア
ジ
ア
侵
略
の
位
置
づ
け
と
、
そ
の
さ
い
の
日
本
の
中
心
的
政
治
的

方
策
で
あ
っ
た
「
東
亜
協
同
体
」
形
成
の
真
に
あ
る
べ
き
方
向
づ
け

が
み
ら
れ
る
。

　
「
新
日
本
の
思
想
原
理
」
の
主
張
は
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

第
一
に
、
冒
頭
で
「
支
那
事
変
の
世
界
史
的
意
義
は
、
空
間
的
に
見

れ
ば
、
東
亜
の
統
一
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
の
統
一
を
可

能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
あ
る
」
と
規
定
す
る
（
五
〇
八
頁
（。
つ
ま

り
、
こ
れ
ま
で
「
世
界
史
」
と
い
わ
れ
た
も
の
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主

義
」
の
立
場
か
ら
み
ら
れ
て
き
た
が
、
第
一
次
世
界
戦
争
に
よ
っ
て

こ
の
観
点
へ
の
自
己
批
判
が
起
こ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
即
世
界
史

で
な
い
こ
と
が
自
覚
さ
れ
た
。
こ
れ
を
承
け
て
積
極
的
に
「
東
亞
の

統
一
」
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
真
の
世
界
の
統
一
と
世
界
史
の
新

し
い
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
「
支
那
事
変
」
の
意
義
と
捉
え
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た
の
で
あ
る
（
五
〇
九
頁
（。
そ
の
さ
い
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の

「
東
亞
の
統
一
」
が
実
現
さ
れ
る
方
向
を
「
欧
米
そ
し
て
日
本
の
帝

国
主
義
か
ら
の
解
放
」
に
定
位
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
東

亜
の
統
一
は
欧
米
の
帝
国
主
義
の
罵
絆
か
ら
支
那
が
解
放
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
は
今
次
の
事
変
を
通

じ
て
か
か
る
支
那
の
解
放
の
た
め
に
盡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
と
よ
り

日
本
が
欧
米
諸
国
に
代
わ
っ
て
み
づ
か
ら
帝
国
主
義
的
侵
略
を
行
う

と
い
う
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
却
っ
て
日
本
自
身
も
今
次
の
事
変

を
契
機
と
し
て
資
本
主
義
経
済
の
営
利
主
義
を
超
え
た
新
し
い
制
度

に
進
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
�
資
本
主
義
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
な
し
に
は
真
の
東
亜
の
統
一
は
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
」

（
五
一
〇
頁
（
と
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
当
時
の
最
大

の
政
治
課
題
で
あ
っ
た
「
支
那
事
変
」
つ
ま
り
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略

の
解
決
を
、
欧
米
・
日
本
の
帝
国
主
義
か
ら
の
解
放
に
基
づ
け
た
の

で
あ
る
。

　

第
二
に
、
東
亜
協
同
体
の
新
し
い
文
化
の
あ
り
方
を
、「
東
洋
的

な
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
協
同
社
会
（」
と
「
西
洋
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ

フ
ト
（
利
益
社
会
ま
た
は
集
合
社
会
（」
と
を
対
比
し
、
前
者
の
文

化
が
封
建
制
を
脱
却
す
る
た
め
に
は
後
者
の
近
代
的
文
化
を
身
に
つ

け
る
必
要
が
あ
る
と
前
提
し
つ
つ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
こ
の
新
し
い
東
亞
文
化
は
�
単
に
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
で
な
く
，

ま
た
も
と
よ
り
単
に
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
で
も
な
く
、
却
っ
て
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
と
の
綜
合
と
し
て
の
高
次

の
文
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
五
一
五
頁
（。
つ
ま
り
、
新
し
い
東

亞
新
秩
序
文
化
は
自
ら
「
ア
ジ
ア
的
渋
滞
」
か
ら
脱
却
す
る
と
と
も

に
、
西
洋
文
化
か
ら
は
そ
の
科
学
的
精
神
を
学
ぶ
と
共
に
、
今
日
の

西
洋
文
化
の
行
き
詰
ま
り
の
淵
源
で
あ
る
「
資
本
主
義
の
問
題
の
解

決
」
を
図
る
こ
と
、
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
東

洋
社
会
と
西
洋
社
会
の
「
対
立
」
の
発
展
的
止
揚
論
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、「
新
日
本
の
思
想
原
理
続
編
―
協
同
主
義
の
哲
学
的

基
礎
―
」
に
も
い
く
ら
か
触
れ
よ
う
。

　

こ
こ
で
は
、
副
題
に
あ
る
よ
う
に
「
新
日
本
の
思
想
原
理
は
協
同

主
義
で
あ
る
。
協
同
主
義
が
国
内
の
新
体
制
の
基
準
で
あ
り
、
東
亜

の
新
秩
序
の
指
導
精
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
五
三
八
頁
（
と
し

て
、
協
同
主
義
の
「
基
点
」
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
な
に

よ
り
「
実
践
」
の
立
場
に
た
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
う
。「
実
践

の
立
場
は
歴
史
的
な
立
場
と
し
て
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
。
�
八
紘

一
宇
の
精
神
は
日
本
民
族
の
永
遠
の
理
想
で
あ
る
。
こ
の
理
想
は
歴

史
に
於
て
実
践
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
内
容
は
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
に
於
て
、
そ
の
時
代
に
即
応
し
て
具
体
的
に
規
定
さ
れ

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
於
て
実
践
の
課
題
と
な
る
の

で
あ
る
。
永
遠
な
も
の
を
そ
れ
だ
け
と
し
て
説
く
こ
と
は
神
秘
主
義

に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
�
実
践
の
立
場
は
現
在
で
あ
る
」（
五
四
四

―
五
頁
（。
こ
れ
は
、
戦
時
下
に
叫
ば
れ
た
「
八
紘
一
宇
」（
世
界
を
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一
家
と
す
る
（
路
線
の
、
ア
ジ
ア
侵
略
の
欺
瞞
性
を
鋭
く
批
判
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
、
三
木
の
「
近
代
の
止
揚
」
論
の
意
義
と
優
越
性
は
、

当
時
の
種
々
の
「
近
代
の
超
克
」
論
に
対
比
す
る
と
き
明
確
と
な

る
。

　

ま
ず
、「
京
都
学
派
」
の
創
設
者
と
さ
れ
る
西
田
幾
多
郎
「
世
界

新
秩
序
の
原
理（

4
（

」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
基
準
と
し
て
、
一
八
世
紀

を
個
人
的
自
覚
・
個
人
主
義
自
由
主
義
の
時
代
、
一
九
世
紀
を
国
家

的
自
覚
・
帝
国
主
義
の
時
代
、
現
代
を
各
国
家
が
世
界
的
使
命
を
自

覚
す
る
世
界
的
世
界
と
区
分
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
東
亞
民
族
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
に
植
民
地
化
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
、
日
本

が
中
心
と
な
る
「
東
亞
共
栄
圏
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
世
界
史
的
使
命

を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
さ
い
、
東
亞
共
栄
圏
は
皇
道

の
「
八
紘
為
宇
」
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
体
主
義
・
帝
国
主
義

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
東
亞
協
同

体
」
形
成
を
必
然
的
方
向
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
方
向
に
一
定
の
規

制
を
加
え
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
「
世
界
史
の
哲
学
」
派

の
座
談
会
で
あ
る
、
高
坂
正
顕
、
西
谷
啓
治
、
高
山
岩
男
、
鈴
木
成

高
『
世
界
史
的
立
場
と
日
本（

5
（

』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
京
都
学
派
」
第

二
世
代
に
よ
る
も
の
で
、
近
・
現
代
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
（
資
本
主

義
・
機
械
文
明
（
の
危
機
と
捉
え
た
上
で
、
全
体
と
し
て
「
東
亞
共

栄
圏
」
の
「
モ
ラ
リ
ッ
シ
ュ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
道
義
的
生
命
力
（

に
よ
る
「
近
代
の
超
克
」
を
必
然
と
し
、
そ
の
た
め
の
戦
争
を
合
理

化
す
る
過
激
な
議
論
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
近
代
の
超
克
」
座
談

会（
6
（

は
、
雑
誌
『
文
学
界
』
が
直
接
に
「
近
代
の
超
克
」
論
を
提
題

と
し
た
論
文
と
座
談
会
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
学

派
、
日
本
浪
漫
派
、
文
学
界
同
人
な
ど
か
ら
一
三
名
が
参
加
し
た
座

談
会
で
あ
る
が
、
西
洋
文
明
に
対
す
る
日
本
の
伝
統
的
文
化
の
対
置

な
ど
、「
近
代
の
超
克
」
よ
り
む
し
ろ
「
前
近
代
へ
の
復
古
」
を
説

く
な
ど
、
明
確
な
議
論
が
見
通
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）　
「
近
代
の
超
克
」
論
と
「
近
代
の
止
揚
」
論
の
論
争

　

上
記
の
「
近
代
の
超
克
」
論
の
中
で
、「
世
界
史
的
立
場
と
日
本
」

と
「
近
代
の
超
克
」
の
二
つ
の
座
談
会
に
出
席
し
、「
近
代
の
超
克
」

論
を
比
較
的
明
瞭
に
主
張
し
た
鈴
木
成
高
（
西
洋
中
世
史
（
の
論
文

「「
近
代
の
超
克
」
覚
書
」
と
「
中
世
と
現
代
」
を
取
り
上
げ
、
三
木

の
視
点
と
対
比
し
た
い
。

　

鈴
木
の
短
論
文
「『
近
代
の
超
克
』
覚
書（

7
（

」
は
、
第
一
に
、「
近

代
の
超
克
」
の
内
容
を
「
例
え
ば
政
治
に
お
い
て
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
超
克
で
あ
り
、
経
済
に
お
い
て
は
資
本
主
義
の
超
克
で
あ
り
、
思

想
に
お
い
て
は
自
由
主
義
の
超
克
を
意
味
す
る
」
と
説
く
。
第
二

に
、
わ
が
国
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
欧
州
文
明
は
ま
さ
に
欧
州
で
「
再

検
討
と
清
算
と
を
必
要
と
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
九
世
紀
的
文
明
」
で
あ

り
、
こ
れ
が
「
思
想
危
機
の
日
本
的
形
態
を
呼
び
起
こ
し
外
来
文
明
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と
国
粋
文
明
、
西
洋
精
神
と
日
本
精
神
、
輸
入
文
明
と
固
有
文
明
と

い
う
が
ご
と
き
対
立
の
形
に
お
い
て
そ
の
対
決
が
要
求
さ
ら
れ
（
て

い
る
（」
と
す
る
。
第
三
に
、「
近
代
の
超
克
と
い
う
課
題
は
同
時
に

欧
州
の
世
界
支
配
の
超
克
と
い
う
特
殊
の
課
題
と
重
複
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
問
題
は
一
段
と
複
雑
性
の
度
を
加
え
る
」
と
す
る
。
だ
が
こ

う
し
た
問
題
提
起
は
、
三
木
の
「「
近
代
の
止
揚
」
論
」
の
観
点
に

照
ら
せ
ば
、
第
一
に
、「
政
治
」「
経
済
」「
思
想
」
の
超
克
が
並
列

化
さ
れ
、
根
本
的
問
題
と
し
て
の
「
資
本
主
義
の
問
題
」
の
認
識
が

欠
如
し
、
資
本
主
義
の
成
立
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
自
由
主
義

の
一
定
の
成
立
の
問
題
と
、
そ
の
後
の
資
本
主
義
の
展
開
に
伴
う
そ

れ
ら
の
変
容
の
問
題
が
区
別
さ
れ
ず
に
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
日
本

と
西
欧
の
文
明
の
固
定
的
な
対
立
観
に
よ
る
「
対
決
」
が
導
か
れ
る

が
、
そ
の
対
決
を
解
消
・
止
揚
す
る
観
点
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、

第
三
に
、
近
代
文
明
を
世
界
的
に
「
超
克
」
す
る
課
題
と
、「
世
界

支
配
的
」
西
洋
の
「
超
克
」
す
な
わ
ち
戦
争
の
問
題
が
同
一
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
結
果
と
し
て
、「
近
代
の

超
克
」
論
の
枠
内
に
収
斂
し
た
と
い
え
る
。

　

つ
ぎ
に
、
鈴
木
の
論
稿
「
中
世
と
現
代（

8
（

」
を
み
よ
う
。
西
洋
史

と
く
に
中
世
の
研
究
者
で
あ
る
鈴
木
成
高
は
、
近
年
の
西
欧
中
世
研

究
が
内
外
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
と
い
う
。
か
つ
て
、「
近
代
が

古
代
の
復
活
か
ら
出
発
し
、
中
世
を
継
続
し
な
い
と
い
う
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ス
ト
の
独
断
」
が
近
代
人
の
意
識
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
、

「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
と
も
に
生
ま
れ
た
こ
の
中
世
否
定
の
精
神
は
、

一
八
世
紀
の
啓
蒙
に
よ
っ
て
一
層
誇
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と

す
る
（
二
三
八
―
九
頁
（。
だ
が
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
近
代
文
明

に
根
本
的
な
懐
疑
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
、
中
世
理
解
に
変
化
を
与

え
た
。
そ
こ
に
現
れ
た
中
世
像
は
「
自
然
と
超
自
然
、
此
岸
と
彼
岸

と
を
調
和
せ
し
め
統
一
づ
け
る
と
こ
ろ
の
統
一
的
秩
序
」
で
あ
る
と

し
、
そ
の
統
一
を
「
神
の
秩
序
」
に
基
づ
け
る
（
二
五
九
頁
（。
こ

れ
に
対
し
、
近
代
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
「
人
々
を
統
一
す
る
原
理

と
は
な
り
え
ず
、
真
の
共
同
体
を
う
み
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」、
ま
た
「
ル
ネ
サ
ン
ス
は
超
人
間
的
定
礎
の
喪
失
で
あ
り
、
か

か
る
定
礎
か
ら
離
れ
た
近
代
の
人
間
は
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
チ
ー
を
葬
っ

た
ア
ト
ム
的
存
在
と
し
て
、
機
械
的
に
平
均
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
す
る
（
二
六
〇
―
一
頁
（。
そ
れ
ゆ
え
近
代
の
個
人
主
義
・
民
主

主
義
・
資
本
主
義
・
自
由
主
義
な
ど
が
根
本
的
な
崩
壊
に
直
面
し
て

い
る
現
代
に
お
い
て
「
精
神
の
革
命
」、
す
な
わ
ち
「
新
し
き
宗
教

を
求
め
て
超
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
努
力
が
必
要
」
と
す
る

（
二
六
五
頁
（。
こ
こ
に
は
現
代
の
危
機
の
真
剣
な
認
識
が
あ
る
が
、

結
局
は
「
近
代
の
超
克
」
の
方
向
が
「
精
神
の
革
命
」
に
収
束
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
三
木
が
昭
和
研
究
会
解
散
後
に
執
筆
し
た
新
資

料
「
東
亞
新
秩
序
の
歴
史
哲
学
的
考
察（

9
（

」
は
、
鈴
木
の
「
中
世
」

論
に
正
面
か
ら
応
答
し
た
も
の
と
い
え
る
。
昭
和
研
究
会
は
、
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一
九
四
〇
年
七
月
に
成
立
し
た
第
二
次
近
衛
内
閣
が
「
挙
国
一
致
」

の
「
新
体
制
運
動
」
た
る
「
大
政
翼
賛
会
」
を
成
立
さ
せ
た
直
後
、

同
年
一
一
月
に
解
散
す
る
。
三
木
は
最
後
ま
で
存
続
を
主
張
し
た
由

で
あ
る
が
、
こ
の
論
稿
は
、
三
木
が
同
年
八
月
か
ら
招
待
を
受
け
て

二
か
月
間
の
「
満
州
国
」
訪
問
時
の
講
演
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
論
文
に
は
、「
今
日
一
部
の
人
の
い
っ
て
い
る
『
新
し
い

中
世
』
を
考
え
る
」
と
い
う
表
現
が
随
所
に
あ
り
、
先
の
鈴
木
成
高

「
中
世
と
現
代
」
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。
当
然
だ
が
、
こ
こ

で
も
三
木
は
「
近
代
の
止
揚
」
論
の
主
旨
は
変
え
ず
、
さ
ら
に
そ
れ

を
歴
史
的
な
広
が
り
を
伴
っ
た
考
察
を
示
す
。

　

此
論
は
、
第
一
に
、
時
代
認
識
と
し
て
、
現
代
が
大
き
な
転
換
期

で
あ
り
そ
こ
に
は
「
危
機
の
意
識
」「
断
絶
の
意
識
」
が
現
れ
た
こ

と
、
つ
ま
り
「
今
日
自
由
主
義
と
か
個
人
主
義
と
か
が
絶
対
的
に
否

定
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
、
�
善
い
面
も
あ
る
と
共
に
悪
い
面

も
あ
る
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
」
状
況
を
指
摘
す
る

（
七
一
頁
（。
だ
が
、
歴
史
は
連
続
と
非
連
続
の
連
続
で
あ
り
、
非
連

続
と
共
に
連
続
の
面
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
西

欧
中
世
と
い
う
の
は
一
般
に
暗
黒
時
代
と
い
ふ
風
に
考
え
ら
れ
て
き

た
。
そ
れ
は
中
世
の
上
に
古
代
の
復
興
を
考
へ
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以

来
の
近
代
主
義
の
偏
見
で
あ
る
。
今
日
、
近
代
主
義
が
行
詰
つ
て
新

し
い
時
代
が
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
際
、「
中
世
を
新
し
い
立
場
か
ら

研
究
し
、
そ
こ
に
新
し
い
意
味
を
発
見
す
る
こ
と
は
大
切
」
と
指
摘

す
る
（
七
七
頁
（。
だ
が
、
第
二
に
、
三
木
は
、
中
世
は
種
々
の
特

色
を
も
つ
が
、
そ
の
最
も
大
き
な
特
色
の
一
つ
が
「
世
界
主
義
」
と

す
る
。「
西
洋
に
お
い
て
は
、
世
界
は
、
宗
教
上
は
ロ
ー
マ
教
会
に

統
一
さ
れ
、
政
治
上
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
形
を
と
り
、
大
学
は
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
で
あ
っ
た
。
�
中
世
は
世
界
国
家
の
時
代
で

あ
っ
た
」
と
す
る
。
し
か
る
に
近
世
は
そ
う
い
う
世
界
主
義
が
破
れ

て
、
種
々
の
民
族
国
家
が
興
っ
た
時
代
で
あ
る
と
捉
え
る
（
七
八

頁
（。

　

第
三
に
、
近
世
そ
し
て
現
代
の
基
本
的
問
題
と
そ
れ
に
向
か
う
方

向
を
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
は
中
世
的
世
界
主
義
が
破
れ
て

民
族
国
家
の
発
達
し
た
時
代
だ
と
す
る
と
、「
自
由
主
義
」（
資
本
主

義
の
意
―
引
用
者
（
の
時
代
は
、
一
見
奇
異
に
み
え
る
が
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
自
由
主
義
経

済
は
そ
の
本
性
上
世
界
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
。「
し
か
し
そ
こ
に

は
つ
ね
に
国
家
主
義
的
な
傾
向
が
存
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

国
家
主
義
と
自
由
主
義
経
済
の
世
界
主
義
と
の
結
び
付
い
た
も
の
が

帝
国
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
帝
国
主
義
は
あ
る
民

族
、
あ
る
国
家
に
と
っ
て
は
自
由
で
あ
る
に
し
て
も
、
他
の
民
族
、

他
の
国
家
を
隷
属
的
地
位
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
」（
七
九
頁
（。
そ

の
た
め
、
今
日
、
近
代
的
な
世
界
主
義
に
対
す
る
民
族
主
義
の
闘
争

が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
民
族
主
義
の
問
題
の
正
し
い
解
決

に
と
っ
て
も
、
自
由
主
義
経
済
の
問
題
の
解
決
が
根
本
的
に
重
要
で
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あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
東
亞
新
秩
序
の
建
設
の
た
め

に
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る

（
八
〇
頁
（。
第
四
に
、
新
し
い
真
の
ア
ジ
ア
統
一
の
世
界
史
的
意
義

が
示
さ
れ
る
。
東
洋
文
化
の
復
興
が
東
亞
新
秩
序
の
ひ
と
つ
の
根
本

的
な
理
念
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
東
洋
文
化
と
は
、
世
界
史
的
な

順
序
か
ら
言
え
ば
「
新
し
い
中
世
」
観
と
い
う
も
の
に
繋
が
っ
て
い

る
。
自
由
主
義
的
な
文
化
が
上
昇
し
て
い
く
段
階
に
あ
っ
た
と
き
に

は
、
東
洋
文
化
に
対
す
る
反
省
が
生
じ
な
か
っ
た
。「
し
か
る
に
今

日
世
界
の
歴
史
を
見
る
と
、
近
代
主
義
が
行
き
詰
っ
て
、
そ
こ
に
新

し
い
中
世
と
い
う
よ
う
な
形
が
出
て
来
て
い
る
。
�
そ
こ
に
東
洋
文

化
の
世
界
史
的
な
評
価
の
新
し
い
地
盤
と
展
望
が
現
れ
た
」 （
九
三

頁
（。
東
亞
新
秩
序
に
お
い
て
は
、
た
だ
民
主
主
義
或
い
は
共
産
主

義
に
対
立
す
る
原
理
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
満
足
す
べ
き
で

は
な
く
、
や
が
て
「
世
界
の
全
体
を
貫
く
よ
う
な
一
つ
の
新
し
い
秩

序
、
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
て
来
る
と
い
う
こ
と
が
究
極
の
目
標
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
た
（
九
九
頁
（。
こ
う
し
た
三
木
の
主
張

に
は
、
新
し
い
中
世
像
の
必
要
性
に
関
わ
っ
て
、「
近
代
の
止
揚
」

論
を
歴
史
的
観
点
と
し
て
拡
大
し
、
西
洋
文
化
と
東
洋
文
化
の
止
揚

と
し
て
の
世
界
文
化
の
形
成
の
提
起
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

Ⅲ　

思
索
人
の
活
動
と
し
て
の
『
構
想
力
の
論
理
』

　

三
木
の
実
践
的
形
態
に
お
け
る
「
近
代
の
止
揚
」
論
を
み
た
う
え

で
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
す
哲
学
的
形
態
に
お
け
る
「
近
代
の
止

揚
」
論
を
、
彼
の
『
構
想
力
の
論
理
』
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）　
『
構
想
力
の
論
理
』
の
意
図
と
方
法

　
『
構
想
力
の
論
理
』
の
意
図
と
方
法
は
、「
技
術
」
章
ま
で
の
こ
の

著
作
の
「
序
」
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
始
め
に
、
此
の
書
に
至
っ
た

三
木
の
思
想
経
歴
が
説
か
れ
る
。
前
著
『
歴
史
哲
学
』
の
発
表
以

後
、
客
観
的
な
も
の
と
主
観
的
な
も
の
を
い
か
に
結
合
し
え
る
か
と

い
う
問
題
を
、
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
の
統
一
の
問
題
と
し
て
考
え
て
き

た
。
た
だ
し
、
こ
の
形
態
は
形
式
的
で
あ
る
と
考
え
、
カ
ン
ト
の
悟

性
と
感
性
を
結
合
す
る
構
想
力
の
論
理
や
「
技
術
」
の
観
念
に
至
っ

た
が
、
や
が
て
構
想
力
の
論
理
と
い
う
い
わ
ば
主
観
的
な
表
現
は

「
形
の
論
理
」
と
い
う
客
観
的
な
表
現
を
見
出
す
こ
と
に
な
っ
た
、

と
説
く
（
六
頁
（。

　

そ
し
て
、
構
想
力
の
論
理
自
体
が
「
行
為
の
哲
学
」
で
あ
り
「
制

作
の
論
理
」
で
あ
り
、
行
為
が
「
も
の
の
形
を
変
じ
て
新
し
い
形
を

作
る
こ
と
」
で
あ
る
か
ぎ
り
、
形
は
「
客
観
的
な
も
の
と
主
観
的
な

も
の
と
の
統
一
で
あ
り
、
イ
デ
ー
と
実
在
と
の
、
存
在
と
生
成
と
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の
、
時
間
と
空
間
と
の
統
一
で
あ
る
」（
七
頁
（。
さ
ら
に
、
人
間
の

あ
ら
ゆ
る
行
為
が
環
境
に
対
す
る
「
作
業
的
適
応
」
と
み
る
と
き

「
技
術
」
的
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
は
一
般
的
・
普

遍
的
な
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
直
ち
に
現
実
的
問
題
に
適
用
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
近
代
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
以
前
の
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的

文
化
の
理
念
は
形
の
理
念
で
あ
っ
た
が
、
今
日
、
科
学
の
理
念
に

立
っ
た
近
代
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
文
化
の
抽
象
性
が
指
摘
さ
れ
、
新

し
い
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
文
化
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ

い
、「
こ
の
新
し
い
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
は
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
抽

象
的
に
対
立
す
る
の
で
は
な
く
却
っ
て
こ
れ
を
止
揚
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
、
形
の
論
理
も
科
学
に
抽
象
的
に
対
立
す
る

の
で
な
く
却
っ
て
こ
れ
を
止
揚
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と

指
摘
す
る
（
一
〇
頁
（。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、『
構
想
力
の
論
理
』

は
思
想
的
「
近
代
の
止
揚
」
論
を
展
開
す
る
が
、「
技
術
」
と
「
経

験
」
章
に
絞
り
そ
の
主
要
な
論
点
を
追
考
し
た
い
。

（
2
）　
「
構
想
力
」
の
産
物
と
し
て
の
「
技
術
」
規
定

　

三
木
は
、
技
術
を
ま
ず
道
具
と
の
関
係
に
お
い
て
規
定
す
る
。
技

術
は
「
一
定
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
道
具
と
よ
ば
れ
る
物
的
手
段

を
介
し
て
行
わ
れ
る
手
続
」（
一
八
五
頁
（
あ
る
い
は
「
一
般
に
物

的
生
産
の
た
め
の
手
段
」（
一
八
六
頁
（
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、

「
根
本
的
な
意
味
に
お
け
る
技
術
が
道
具
を
作
る
技
術
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
技
術
の
本
質
は
主
体
と
客
体
と
を
媒
介
す
る
こ
と
�
技
術
に

お
い
て
、
人
間
的
な
も
の
は
物
体
的
に
な
り
、
ま
た
物
体
は
人
間
的

に
さ
れ
る
」
と
把
握
す
る
（
二
二
六
頁
（。
つ
ぎ
に
、
技
術
と
形
の

関
係
を
説
く
。「
あ
ら
ゆ
る
技
術
に
と
っ
て
一
つ
の
根
本
概
念
は
形

Form

の
概
念
で
あ
る
。
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
は
す
べ
て

形
を
有
し
、
技
術
的
活
動
そ
の
も
の
も
形
を
具
え
て
い
る
。
�
自
然

も
技
術
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
す
べ
て
生
命
を
有
す
る
も

の
は
形
を
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
�
か
よ
う

に
形
の
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
構
想
力
の
活
動
が
み
ら
れ
、
構
想
力
の

論
理
と
は
形
の
論
理
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
（
二
二
七
頁
（。
さ
ら

に
、
構
想
力
の
論
理
が
形
の
論
理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
構
想
力
を

「
因
果
論
と
目
的
論
の
統
一
」
と
し
て
根
拠
づ
け
る
（
二
二
八
―
九

頁
（。
つ
ま
り
、「
欲
望
や
意
志
が
形
に
な
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ

は
技
術
の
中
へ
入
る
こ
と
が
で
き
ぬ
。
か
よ
う
に
形
と
な
る
欲
望
や

意
志
が
ま
さ
に
構
想
力
で
あ
る
。
構
想
力
に
お
い
て
主
観
的
な
も
の

は
形
と
な
っ
て
主
観
か
ら
抜
け
出
る
の
で
あ
る
。
�
技
術
は
物
の
客

観
的
な
因
果
関
係
と
人
間
の
主
観
的
な
目
的
を
綜
合
す
る
も
の
と
し

て
�
因
果
論
と
目
的
論
と
の
統
一
が
技
術
の
本
質
で
あ
る
」
と
捉
え

る
（
二
二
八
頁
（。

　

こ
う
し
て
、
構
想
力
の
産
物
と
し
て
の
技
術
は
新
し
い
客
観
性
を

獲
得
す
る
が
、
そ
こ
に
人
間
の
「
超
越
性
」
す
な
わ
ち
真
の
「
創
造

的
主
体
性
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
技
術
は
創
造
的
で
あ
り
、
技
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術
に
よ
っ
て
世
界
は
新
し
い
形
を
獲
得
す
る
。
構
想
力
の
自
由
な
産

物
が
客
観
性
を
有
す
る
と
こ
ろ
に
構
想
力
の
超
越
性
が
認
め
ら
れ

る
。
人
間
存
在
の
超
越
性
と
は
何
等
神
秘
的
な
も
の
で
な
く
、
彼
の

自
由
に
作
り
出
す
も
の
が
全
く
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
明
白

な
事
実
の
う
ち
に
人
間
存
在
の
超
越
性
が
あ
る
」
と
す
る
（
二
二
九

頁
（。
そ
の
上
で
、
主
張
さ
れ
る
の
は
「
自
然
史
と
人
間
史
の
統
一
」

の
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
自
然
も
形
を
作
る
も
の
と
し
て
技
術

的
で
あ
る
。
自
然
の
歴
史
は
形
の
変
化
の
歴
史
で
あ
る
。
生
命
的
自

然
の
有
す
る
形
は
主
体
と
環
境
と
の
適
応
の
関
係
か
ら
作
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
人
間
の
技
術
も
根
本
に
お
い
て
主
体
と
環
境
と
の
適
応

を
意
味
し
て
い
る
。
�
自
然
史
と
人
間
史
と
はtransform

ation

の
概
念
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
」
と
位
置
づ
け
る
（
二
三
七
頁
（。

こ
こ
に
、
三
木
の
自
然
と
人
間
に
お
け
る
実
践
的
統
一
の
認
識
が
確

認
で
き
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
観
点
を
「
経
験
」
章
に
お
い
て
カ
ン
ト

哲
学
に
則
し
つ
つ
発
展
さ
せ
る
。

（
3
）　�

カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』
解
読
に
よ
る
「
自
然
史
と
人

間
史
の
統
一
」
認
識
の
発
展

「
第
三
批
判
」
に
お
け
る
「
必
然
と
自
由
の
統
一
」
と
し
て
の

自
然
と
人
間
の
認
識

　

三
木
は
、
構
想
力
の
論
理
を
カ
ン
ト
の
『
判
断
力
批
判
』
を
媒
介

に
し
て
さ
ら
に
展
開
せ
ん
と
し
て
そ
の
懸
命
な
解
読
に
向
か
う
が
、

ま
ず
カ
ン
ト
の
こ
の
第
三
批
判
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
。
法

則
的
自
然
科
学
的
の
主
観
と
し
て
の
人
間
（
第
一
批
判
（
は
抽
象
的

な
理
論
的
本
質
で
あ
り
、
倫
理
学
（
第
二
批
判
（
も
無
制
約
的
な
法

則
の
た
め
に
具
体
的
な
人
間
を
喪
失
さ
せ
る
危
険
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
る
に
、
第
三
批
判
の
主
体
と
し
て
の
「
美
的
主
観aesthe-
tishe Subjekt

」
は
、
主
観
の
独
立
性
と
自
由
を
前
提
す
る
「
生
け

る
個
人
的
な
具
体
的
な
人
間
」（
三
九
九
頁
（、
い
わ
ば
必
然
と
自
由

の
統
一
と
し
て
の
人
間
と
み
る
。
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
美
の
問
題
と
共

に
自
然
の
問
題
を
論
じ
る
が
、
そ
の
自
然
は
第
一
批
判
に
お
け
る
よ

う
な
一
般
的
法
則
に
還
元
さ
れ
た
自
然
で
は
な
く
、「
具
体
的
な
形

に
お
け
る
自
然
、
特
に
生
け
る
自
然
即
ち
有
機
体
で
あ
っ
た
」

（
四
〇
〇
頁
（
と
み
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
、
判
断
力

は
「
普
遍
的
な
も
の
の
も
と
へ
の
特
殊
的
な
も
の
の
包
摂
の
能
力
」

（
四
〇
五
頁
（
で
あ
り
、「
美
は
快
の
感
情
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

「
構
想
力
と
悟
性
の
自
由
な
戯
れ
」
に
お
い
て
生
じ
る
（
四
〇
七
頁
（。

ま
た
カ
ン
ト
は
「
自
然
は
、
そ
れ
が
同
時
に
芸
術
と
み
え
る
場
合
、

美
で
あ
る
」
と
い
っ
た
が
、
三
木
は
、
そ
れ
は
「
自
然
が
技
術
的
で

あ
る
た
め
で
あ
り
、
自
然
美
の
根
底
に
は
自
然
の
技
術
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」（
四
三
三
頁
（
と
敷
衍
す
る
。
こ
こ
に
三
木
は
、
独
立
性

と
自
由
を
も
っ
た
人
間
に
よ
る
、
美
と
し
て
の
自
然
の
技
術
を
確
認

す
る
の
で
あ
る
。
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「
因
果
論
と
目
的
論
の
統
一
」
と
し
て
の
自
然
認
識

　

こ
こ
か
ら
、
三
木
は
さ
ら
に
カ
ン
ト
読
解
を
深
め
る
。
カ
ン
ト
は

自
然
の
論
理
的
合
目
的
性
を
「
自
然
の
技
術
」
と
称
し
た
が
、
技
術

と
し
て
見
ら
れ
た
自
然
を
「
芸
術
と
し
て
の
自
然
」
と
し
て
捉
え

た
。
芸
術
は
技
術
の
一
種
で
あ
り
、
芸
術
に
お
け
る
技
術
は
客
観
的

に
物
を
作
る
。
そ
れ
を
前
提
し
、
カ
ン
ト
は
有
機
体
を
「
有
機
的
技

術
」
と
捉
え
た
。
こ
れ
は
自
然
の
「
造
形
的
」
技
術
に
属
し
、
有
機

体
は
す
ぐ
れ
た
意
味
に
お
け
る
「
自
然
形
態N

aturform
en

」
で

あ
り
、
同
時
に
「
自
然
目
的N

aturzw
eck

」
で
あ
っ
て
、
自
然
の

内
面
的
客
観
的
合
目
的
性
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
（
四
五
三
―
四

頁
（。
さ
ら
に
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
因
果
性
は
自
然
認
識
の
根
本

原
理
で
あ
り
、
自
然
研
究
は
機
械
論
を
基
礎
と
す
る
。
だ
が
、
有
機

体
は
自
然
の
産
物
で
あ
り
、
同
時
に
自
然
の
目
的
で
あ
る
。
こ
こ

に
、
機
械
論
と
目
的
論
の
「
二
つ
の
原
理
の
結
合
の
必
然
性
」
が
生

じ
る
（
四
六
五
―
六
頁
（。
そ
の
さ
い
、
カ
ン
ト
は
こ
の
二
つ
を
結

合
す
る
一
つ
の
共
通
の
原
理
を
想
定
し
、
そ
れ
を
「
自
然
の
超
越
的

感
性
的
基
体
」
の
う
ち
に
、
従
っ
て
「
現
象
に
対
す
る
物
自
体
」
の

内
に
置
い
た
（
四
六
八
頁
（。
し
か
し
、
三
木
は
、「
因
果
論
と
目
的

論
の
統
一
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
単
に
有
機
体
に

関
し
て
の
み
で
な
く
、
ま
ず
何
よ
り
も
人
間
の
技
術
に
か
ん
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、「
カ
ン
ト
は
こ
の
統
一
を
超
感
性

的
な
も
の
の
う
ち
に
想
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
間
の
技
術

に
お
い
て
経
験
的
現
実
の
う
ち
に
与
へ
ら
れ
て
い
る
公
然
の
秘
密
で

あ
る
」
と
主
張
し
た
（
四
七
九
頁
（。
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
自
然
認

識
の
限
定
性
に
対
す
る
三
木
の
そ
の
人
間
的
実
践
に
よ
る
拡
張
と
い

え
よ
う
。

人
間
性
の
「
発
達
」
に
よ
る
歴
史
的
合
目
的
性
の
根
拠
づ
け

　

カ
ン
ト
は
さ
ら
に
、
全
体
の
自
然
を
目
的
の
体
系
と
し
て
考
え
る

手
掛
か
り
が
有
機
体
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
見

地
は
目
的
・
手
段
の
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の

時
、
目
的
の
位
置
に
立
つ
の
は
自
ら
内
面
的
合
目
的
性
を
有
す
る
も

の
と
し
て
の
有
機
体
で
あ
る
（
四
八
六
―
七
頁
（。
し
か
る
に
全
体

の
自
然
が
真
に
目
的
の
体
系
を
形
作
る
た
め
に
は
、
一
切
が
そ
れ
に

向
か
っ
て
統
一
さ
れ
る
一
つ
の
「
最
後
の
目
的letzter Zw

eck

」
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
自
然
の
「
究
極
目
的Endzw

eck

」

の
認
識
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
さ
い
カ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
究
極

目
的
は
「
道
徳
的
存
在
と
し
て
の
人
間
」
に
ほ
か
な
ら
な
ら
ず

（
四
八
八
頁
（、「
自
然
の
最
後
の
目
的
」
は
人
間
に
お
け
る
文
化
と

規
定
し
た
（
四
九
〇
頁
（。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
の
最
後
の
目
的
は
自

然
の
目
的
論
的
連
鎖
に
お
け
る
最
後
の
項
と
し
て
内
在
的
（
必
然
（

で
あ
る
の
に
反
し
て
、
窮
極
目
的
は
超
越
的
（
自
由
（
で
あ
る
と
み

な
し
た
か
ら
で
あ
る
（
四
八
九
―
四
九
〇
頁
（。
こ
う
し
て
、
カ
ン

ト
に
お
い
て
文
化
的
合
目
的
性
が
歴
史
的
合
目
的
性
で
あ
る
こ
と
に
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な
る
が
、
そ
れ
は
、
文
化
的
合
目
的
性
が
具
体
的
に
は
「
人
間
性
の

発
達
」
に
お
け
る
合
目
的
性
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
文
化
は
目

的
一
般
に
対
す
る
有
能
性
で
あ
る
が
、
こ
の
目
的
の
促
進
に
対
す
る

有
能
性
の
重
要
な
主
体
（
人
間
（
的
条
件
は
、「
練
達
の
文
化die 

K
ultur der Geschicklichkeit

」
と
「
訓
練
の
文
化die K

ultur 
der Zucht

（D
isziplin

（」 

と
す
る 

（
四
九
三
頁
（。
訓
練
の
文
化

は
、 

欲
望
の
専
制
か
ら
の
意
志
の
解
放
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
意

志
は
、
目
的
に
対
す
る
有
能
性
の
全
範
囲
に
と
っ
て
本
質
的
に
有
能

な
、
目
的
の
規
定
と
選
択
に
お
い
て
促
進
さ
れ
る
。
練
達
（
熟
練
（

の
文
化
は
、
人
間
の
あ
い
だ
の
不
平
等
を
介
し
て
発
達
さ
れ
、
一
方

に
「
生
産
に
暇
な
き
階
級
」
他
方
に
「
閑
暇
を
得
て
学
問
や
芸
術
に

携
わ
る
階
級
」
を
存
在
さ
せ
、
文
化
の
進
歩
に
つ
れ
禍
は
両
者
に
増

大
す
る
。
そ
の
さ
い
、「
こ
の
輝
か
し
い
悲
惨
は
人
類
に
お
け
る
自

然
的
素
質
の
発
達
と
結
び
付
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
然
そ
の
も

の
の
目
的
は
、
た
と
え
、
そ
れ
が
我
々
の
目
的
で
な
い
と
し
て
も
、

そ
の
さ
い
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
た
（
四
九
四
頁
（。

　

だ
が
、
カ
ン
ト
は
、
こ
の
自
然
が
自
己
の
究
極
意
図
を
達
し
え
る

た
め
の
条
件
は
、
個
人
の
互
い
に
矛
盾
す
る
自
由
の
破
壊
に
、「
市

民
的
社
会bürgerliche Gesellschaft

」
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
全

体
に
お
け
る
合
法
的
強
力
が
対
抗
す
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
人
間
の
自
然
的
素
質
の
最
大
の
発
達
は
こ
の
市
民
的
社
会

或
い
は
国
家
の
う
ち
に
お
い
て
の
み
生
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
提

起
し
た
。
さ
ら
に
カ
ン
ト
は
（
三
木
の
補
訳
に
よ
れ
ば
（「
国
家
は

互
い
に
他
を
侵
害
す
る
危
険
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
一

つ
の
世
界
市
民
的
全
体ein w

eltbürgerliches Ganze

即
ち
す
べ

て
の
国
家
の
一
つ
の
体
制
が
必
要
で
あ
る
」
と
も
指
摘
し
た
の
だ
っ

た
（
四
九
四
頁
（。
三
木
は
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
『
判
断
力
批
判
』

の
思
想
を
全
体
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
の
前
後
に
公
刊
さ
れ
た

『
永
久
平
和
論
』
な
ど
の
歴
史
哲
学
書
と
繋
が
る
も
の
と
し
て
高
く

評
価
し
た
。
た
だ
し
、
三
木
は
、
人
間
主
体
に
お
け
る
歴
史
的
目
的

性
の
過
程
に
お
け
る
「
不
平
等
」
や
「
戦
争
」
さ
え
も
人
間
的
叡
智

の
「
意
図
的
な
企
て
」
と
す
る
カ
ン
ト
の
見
解
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の

「
理
性
の
狡
知
」
的
と
批
判
的
に
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
合
目
的
性

の
問
題
は
単
に
自
然
の
問
題
で
は
な
く
、
自
然
と
自
由
或
い
は
イ

デ
ー
と
の
結
合
の
問
題
で
あ
る
」（
四
九
六
頁
）
と
強
調
し
、
カ
ン

ト
の
論
理
が
「
個
体
の
独
自
性
と
自
由
と
を
否
定
す
る
こ
と
」
に
危

惧
を
示
し
た
（
四
九
七
頁
（。
つ
ま
り
、「
歴
史
に
お
い
て
は
自
由
と

自
然
が
結
び
つ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
超
越
的
な
も
の
は
単
に
超
越
的
で

な
く
同
時
に
内
在
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
四
九
九
頁
（
と
し
て
、

人
間
主
体
の
自
由

0

0

（
超
越
（
と
必
然
0

0

（
内
在
（
の
統
一
を
説
く
自
ら

の
「
構
想
力
」
ま
た
は
「
止
揚
」
の
論
理
を
強
調
し
、
カ
ン
ト
哲
学

の
発
展
を
自
ら
完
遂
し
た
と
い
え
る
。
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《
注
》

（
1
（ 

三
木
清
『
構
想
力
の
論
理
』
一
九
三
九
年
、『
三
木
清
全
集
』
岩

波
書
店
版
、
第
八
巻
。

（
2
（ 

「
昭
和
研
究
会
」
に
つ
い
て
は
、
酒
井
三
郎
『
昭
和
研
究
会
』 

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
七
九
年
（
参
照
。

（
3
（ 

三
木
清
「
新
日
本
の
思
想
原
理
」「
新
日
本
の
思
想
原
理　

続
編

―
協
同
主
義
の
哲
学
的
基
礎
」
一
九
三
九
年
、『
三
木
清
全
集
』

第
一
七
巻
。

（
4
（ 

西
田
幾
多
郎
「
世
界
新
秩
序
の
原
理
」
一
九
四
三
年
、『
西
田
幾

多
郎
全
集
』
岩
波
書
店
版
、
十
二
巻
。

（
5
（ 

高
坂
正
顕
他
『
世
界
史
的
立
場
と
日
本
』
中
央
公
論
社
、

一
九
四
三
年
。

（
6
（ 

座
談
会
「
近
代
の
超
克
」『
文
学
界
』
一
九
四
二
年
、
九
・
一
〇

月
号
、
文
藝
春
秋
社
。

（
7
（ 

鈴
木
成
高
「『
近
代
の
超
克
』
覚
書
」、『
文
学
界
』
一
九
四
二
年

一
〇
月
号
、
文
藝
春
秋
社
。

（
8
（ 

鈴
木
成
高
「
中
世
と
現
代
」
同
『
歴
史
的
国
家
の
理
念
』
所
収
、

弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
一
年
。

（
9
（ 

三
木
清
「
東
亞
新
秩
序
の
歴
史
哲
学
的
考
察
」
太
平
洋
協
会
『
太

平
洋
問
題
の
再
検
討
』
所
収
、
一
九
四
一
年
、『
三
木
清
研
究
資
料

集
成
』
第
一
巻
、
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

（
10
（ 

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
ド
イ
ッ
チ
ェ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
三

木
清
訳
、
旧
版
岩
波
文
庫
、
一
二
八
頁
。

注
記

　

本
稿
に
お
い
て
、
文
献
引
用
の
さ
い
、
漢
字
は
新
字
体
に
、
旧
仮
名
づ

か
い
は
新
仮
名
づ
か
い
に
改
め
た
。

小　

結

　

以
上
、
三
木
清
の
戦
前
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
に
お
け
る
思
想
と
行
動
の

軌
跡
を
い
く
ら
か
追
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
で
、
三
木
は
、
カ
ン
ト

が
主
と
し
て
自
然
の
「
必
然
」
と
み
な
す
過
程
を
、
人
間
が
自
ら
の

「
自
由
」
に
お
い
て
実
現
す
る
思
想
と
し
て
継
承
・
発
展
さ
せ
、
構

想
力
に
よ
る
「
近
代
の
止
揚
」
論
と
し
て
現
代
に
適
用
し
た
。
ゆ
え

に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
渦
中
に
あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
三
木
は

そ
の
「
近
代
の
止
揚
」
論
に
拠
っ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
に
よ
る
戦
争

に
反
対
し
、「
治
安
維
持
法
」
に
よ
る
獄
死
に
至
っ
た
。
戦
争
を
阻

止
し
得
な
か
っ
た
結
果
に
お
い
て
は
、
彼
の
思
想
は
「
挫
折
」
し
た

か
に
み
え
る
。
だ
が
、
三
木
は
、
カ
ン
ト
的
理
念
の
「
世
界
市
民
的

全
体
」
の
一
環
と
し
て
の
「
国
際
連
合
」
の
実
現
や
、
さ
ら
に
は

「
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
あ
っ
て
国
家
及
び
そ
の
他
の
観
念
的
上
部
構
造

の
土
台
を
形
作
る
と
こ
ろ
の
、
直
接
に
生
産
及
び
交
通
に
も
と
づ
い

て
発
展
す
る
社
会
的
組
織
」
た
る
「
市
民
的
社
会（

（1
（

」
の
形
成
を
展

望
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
三
木
哲
学
は
未
だ

「
未
完
の
哲
学
」
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。


